


















































































































斉召南がいう。 『周礼』夏官 ・ 司馬叙官には「太僕。


















秦の太僕の属官 ついて 、 『史記』巻六・秦始皇本

































三器物図録』に著録された「右太僕印」の封泥を根拠に、左右二人の太僕がいたとする。典籍史料上では左太僕や右太僕という表現は確認できないが、太僕が複数いたことをうかがわせるものがある。百官表下では、高祖元年（前二〇六）に夏侯嬰が太僕になったのち、 高祖六年（前二〇一）に汲侯公上不害が太僕 就任したことを記す。『史記』巻一八・高祖功臣侯者年表 も、公上不害は「高祖六年、太僕となり、代の陳
豨
を討伐して功績があり、




序を記した帳簿のこと 、転じて車馬行列そ ものを指すようになった。 『漢官儀』に「天子の車駕の順序を鹵簿という。大駕、法駕、小駕がある」とある。 『漢旧儀』によれば大駕は祀天に、法駕は祀地 、小駕は五郊・明堂・宗廟の祭祀 用いる 大駕の次第は『漢官儀』















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































沈欽韓がいう。 『論語集解』 陽貨篇に馬融が 「 『周書』





















































































































属官に都司空の令 ・ 丞 （











































































































































































































































司農中丞麻光の例がある。これら 「中丞」が二人の丞のうちの一である。御史大夫に二人の丞がいて、その一を中丞というようなも であろう」としている。 ［陳直
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地理志に見える。河東郡均輸長の例は 黄覇伝に見え 。おそらく均輸の事は大司農によって総括されており 外郡にも均輸官があってこれを監督した であろう。
　　














































































顔師古の説に従いつつ、斡と筦の音義が同じであり 『漢書』 では筦を 「財賦会計を掌る 意に用い ることから、斡官を塩鉄の税を取り扱う官であるとし、その所管が移動することは塩鉄からの税収が帝室財政から国家財政への 行に対応すると述べる。一方、 ［陳直
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　「居延漢簡考證」 、 『労榦学術論文集』 甲編上、
芸文印書館。
